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分。

札幌駅からは、JR特急利用で約1時間。なお、新

千歳空港から札幌駅までは、JR利用で36分。バ

ス利用では約70分。

本センターは洪積台地（地形は低位段丘、平坦～

緩傾斜）にあり、土壌の種類は細粒灰色台地士（暗

色表層疑似グライ士）である。しかし、圃場整備

により、作土層(40cm)は旧表士22cmに砂質軽石

流堆積物を18cm客土、混和しており、士壌の種

類は造成台地に属する。ハウス圃場は酸性褐色森

林土の客入士にパーク堆肥、士壌改良資材（熔燐、

炭カル）を投入し、改良した。1997

質軽石流堆積物15cm程度を客士、

壌の種類は造成台地士に属する。

4．機構

場 長

3．用地および利用区分

総面積

建物用地．

試験・展示・研修圃場

ハウス・枠圃場

道路

(平成11年3月31日現在）

総務課長

総務部長

主任研究員

研究部長 主任研究員

主任研究員

総括専門技術員一専門技術員

－2 －

総務係

会計係

管財係

研修

管理科

花き第一科

花き第二科

野菜第一科

野菜第二科

土 壌 肥 料 科

病虫科

36.3ha

3.7ha

26.7ha

4.3ha

1.6ha

年、さらに砂

混和した。土







(3)移動

平成10年度における職員の異動は次のとおりである。

①採用及び転入

考採用転入年月日名 備氏所 属

農業大学校

農政部酪農畜産課

空知支庁農業振興部農務課

農政部農政課

新得畜産試験場

中央農業試験場

中央農業試験場

道南農業試験場

新規採用

新規採用

新規採用

小川宏之

福本

八木正彦

佐 藤 信良

古明地俊之

柿崎昌志

角野晶大

中村隆一

植 野 玲 一郎

岡めぐみ

清水邦彦

場長

総務部長

総務課総務係長

総務課管財係長

総務課

病虫科長

病虫科

土壌肥料科

野菜第二科

総務課

総務課
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総務部

総務部

総務部

研究部

研究部

研究部

研究部

総務部

総務部

②転出及び退職

考備転出退職年月日名氏属所

農政部流通対策課

桧山支庁農業振興部管理課

留萌支庁農業振興部農務課

上川農業試験場

原子力環境センター

道南農業試験場

石狩支庁農業振興部管理課

上川支庁農業振興部農務課

自治労全道庁空知総支部

樋
山
坂
水
小
日
岡
門
佐

口義尋

田 善久

井隆寿

島俊一

田義信

笠裕治

部 智之

木拓実

々木勇一

総務部長

総務課総務係長

総務課管財係長

病虫科

野菜第二科

土壌肥料科

総務課

総務課

管理科

●
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●
●
●
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●
●
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総務部

総務部

研究部

研究部

研究部

総務部

総務部

総務部
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6．予算

平成10年度の歳入歳出決算額は次のとおりである。

歳入歳出決算額

歳

科目

建物使用料

土地使用料

土地貸付収入

農産物売払収入

不用品売払収入

前箇間&IA^JftA

労働保険料収入

共同研究費負担収入

受託電話収入

雑 入

計

入

決算額

64,588

22,490

12,675

1,104,384

14,191

2,554

34,813

3,000,000

110,711

39,417

4,405,823

歳

科 目

報 酬

共済費

賃金

報償費

旅費

交際費

需用費

(うち食糧費）

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

備品購入費

負阻金、補助Rヴ交ftft

公課費

計

－6 －

(単位：円）

出

決算額

4,418,400

5,734,960

32,895,596

164,850

23,191,231

2,800

114,500,829

(41,111)

4,310,398

33,715,160

2,982,454

5,908,328

16,222,481

569,600

170,000

244,787,087



7．建物

（1）現有（平成11年3月31日現在） (単位：㎡）

積造称 構 面名

花・野菜技術センター研究庁舎

展示温室

研修宿泊棟

花き野菜調査棟

病虫・土壌作物調査棟

保鮮実験棟

花き野菜詰所

床土置場・土詰播種作業室

農機具格納庫・車庫棟

電気室棟

花き温室-A

〃一B

〃一C

野菜温室-A

〃一B

〃－C

病虫温室

土肥温室

研修温室-A

〃 －B

環境制御温室-A

〃－B

人工気象室

ミスト室

参観者トイレ

来園者トイレ

鉄筋コンクリート2階

鉄骨平屋

鉄筋コンクリート2階

鉄骨平屋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鉄筋コンクリート平屋
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8．施設及び備品

（1）新たに設置した施設

名 称 摘 要

（2）新たに購入した備品（10万円以上）

①研究用備品

ロ
叩 名 規 格

ﾌｨﾝビぺｯ ﾄ

ﾊｲﾌ゙ﾘﾀｲｾ゙ ｼーｮﾝｵーﾌ゙ﾝ

冷却遠心機

PH測定装置

ノートパソコン

高圧蒸気滅菌器

マツフル炉

葉緑素計

放 射式温度計

におい測定装置

炭酸ガス測定装置

カラーへ°一ジ フ・リンタ

テクスチャーシステム

イワキ8ch

EYEL A M H S - 3 0 1

ベ ッ ク マンGS-15R

堀場F-22C

シャープMN390X26

ア ルプMC-30L

ヤマトFP-32

ミノルタSPAD-502

ミノルタ505S

相互薬工におい測定システム

帝人ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ ﾃ謬ﾙﾒﾙ2

カシオN4-612

ｽﾃー ﾌ゚ ﾙ･ﾏｲｸﾛ･ｼｽﾃﾑｽ゙ TEXEX

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

②管理用備品

ロ
叩 名 規 格

貨物兼乗用自動車

紙折機

トヨタカルデイナバン

ライオンLF-4SOP

１
１

－8－














































































































































































































































































































